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１．事業概要
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１．事業概要

事業内容

（事業背景）
・訪日外国人旅行者数は令和４年10月11日の水際措置緩和以降、順調に
回復。
・令和５年６月には207万3,300人と３年５ヶ月ぶりに200万人を超え、
中国を除くとコロナウイルス感染症拡大前の93％まで回復。
・今後2025年に大阪・関西万博や瀬戸内国際芸術祭等の観光の起爆剤と
なるイベントが多数開催されるため、更なる訪日外国人旅行者の増加が
見込まれており、なかでも訪日外国人旅行者の旅行形態として、
FIT（個人旅行）化が進んでいる。
・FITは、欧米豪市場で多い傾向にあり、とりわけ中国地方においては、
広島が欧米豪市場からの訪日外国人旅行者の割合が高い。そのため、広
島においてFIT旅行者の宿泊滞在期間の延長を促す取組の質的強化が必
要。

（事業内容と事業目的）
・上記背景を踏まえて、広島を訪れるFIT旅行者を対象とした過去のデー
タや文献等を活用の上分析し、FIT旅行者の中国地方での広域周遊を促す
ような日帰りツアーを造成することで、中国地方における訪日外国人の
宿泊滞在期間の延長及び旅行消費額向上に繋げることを目的とする。

（メインターゲット）
・広島に１泊以上滞在し、旅ナカで行程の変更可能な、英語が話せるFIT

旅行者とする。
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２．業務内容
（１）調査事業



広島エリアにおける訪日外国人の特性や旅行動向を調査するため、下記のデータ・文献を分
析対象とする。

◎広島エリアにおける周遊型インバウンド観光振興の未来戦略 (2019.3)

◎令和２年度観光地域動向調査事業
「平和都市を訪れる外国人観光客の消費及び滞在に関する動向調査」報告書

◎令和２年日本人・外国人観光地点パラメータ調査 外国人調査
◎日本政策投資銀行「関西・瀬戸内インバウンド観光の広域周遊活性化に向けて 2023.4」
◎外国人観光客の中国地域内周遊に関する市場調査（平成29 年3 月）
◎広島経済同友会 観光振興委員会
「～ゲストハウスへのアンケート調査から探る広島の可能性と課題～」

◎広島市経済観光局観光政策部 広島市観光概況
◎広島県観光連盟(インバウンドG）WITHコロナ インバウンド戦略（-R7（2025）年目標）

調査・分析対象のデータ・文献

※文献選定理由
⇒広島エリアにおける訪日外国人観光客の旅行動向や消費動向についての調査が充実して
おり、ツアー造成の際に参考になると考えられるため。

◆令和３[2021]年 広島県観光客数の動向
◆令和３年広島県観光客数の動向-Ⅲ-観光客数統計表
◆訪日外国人消費動向調査 2019年年間値の推計

基本的な統計情報

基本的な統計情報とかけあわせ、訪日外国人FIT旅行者の特性と旅行動向
を調査・分析。

①FIT旅行者に関するデータ・文献調査について
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広島県における2022年の外国人観光客数は15.6万人で、前年と比べて9.9万人（＋174.7％）増加
したが、感染症拡大前の2019年と比較すると260.4万人（▲94.4％）減少している。地域別に外
国人観光客の割合をみると、欧米豪主要国からは50.8％と約半数を占める。

出典：一般社団法人広島県観光連盟「令和４〔２０２２〕年 広島県観光客数の動向」
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01 広島を訪れる外国人観光客の概況
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性別は「男性57%、女性43%」、年代は「20・30歳代」が70.9%を占める。広島県内に宿泊する
方が全体の72.8%、平均宿泊数は2.6泊、宿泊施設は「ホテル（56.5%）」がもっとも多い。旅行
人数は「2人（56.6%）」が最多、グループ構成は「友人（61.0%）」または「家族

（40.4%）」。20～30代の2人組で、友人または家族と、広島県内のホテルで2～3泊す
る、という旅行者が最多となった。

02 訪日外国人観光客の広島観光の特徴

外国人観光客の属性

男性

57.0%

女性

43.0%

県外の

み宿泊

27.2%

1泊

10.6%

2泊

32.8%

3泊以上

29.4%

性別

広島県内宿泊数

※県内平均宿泊数
：2.6泊

19歳以下

1.5%

20歳代

39.6%

30歳代

31.3%

40歳代

9.4%

50歳代

9.8%

60歳代

6.0%

70歳以上

2.3%

1人

12.5%

2人

56.6%

3人

13.2%

4人

9.4%

5～9人

8.3%

年代

旅行人数

（N=265）

出典：広島県商工労働局観光課「令和２年日本人・外国人観光地点パラメータ調査 外国人調査」
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広島県内の移動は「ＪＲ（パス利用）（55.4%）」が最多。以下、「ＪＲ（区間購入）
（17.4%）」「路面電車（13.0）」とつづく。訪問観光地点数は「２箇所（48.3%）」が最多。
訪問観光地は「広島平和記念資料館（53.8%）」が最も多く、以下「厳島神社（35.7%）」「広島

城（25.6%）」とつづいた。外国人観光客は主に公共交通機関を使って移動し、広島平和記念
資料館や厳島神社、広島城などの観光地を1～3箇所訪れる、という旅行者がほとんどであ
る。

02 訪日外国人観光客の広島観光の特徴

外国人観光客の観光動向

広島県内観光地間の移動

55.4%

17.4%

2.2%

0.0%

13.0%

1.6%

9.2%

0.5%

22.8%

ＪＲ（パス利用）

ＪＲ（区間購入）

長距離バス

団体ツアーバス

路面電車

レンタカー

レンタサイクル

船舶

その他

訪問観光地点数

１箇所

24.9%

２箇所

48.3%

３箇所

21.1%

４箇所

4.9%

５箇所以上

0.8%

訪問観光地

53.8%

35.7%

25.6%

12.1%

9.5%

4.5%

1.5%

1.0%

0.5%

広島平和記念資料館

厳島神社

広島城

しまなみ海道

縮景園

福山城

鞆の浦

県立美術館

大久野島

（N=265）

出典：広島県商工労働局観光課「令和２年日本人・外国人観光地点パラメータ調査 外国人調査」
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広島を旅行先として決定した理由は「世界遺産を訪問したかったから（74.0%）」が最多。以下、
「広島の文化や歴史に興味があったから（57.4%）」「食べ物が美味しそうだったから
（34.7%）」とつづく。国籍別にみると、アジア圏と比べて欧米圏でより「伝統文化/歴史的施

設」を訪問理由としている割合が高い。外国人観光客の旅行目的は、世界遺産など「歴史・伝統
文化」が多く、欧米圏でよりその傾向が顕著となった。

02 訪日外国人観光客の広島観光の特徴

外国人観光客の旅行目的 （N=265）

広島県を旅行先として決定した理由

74.0%

57.4%

34.7%

14.7%

14.3%

8.3%

5.3%

2.3%

0.8%

0.4%

0.4%

6.4%

世界遺産を訪問したかったから

広島の文化や歴史に興味があったから

食べ物が美味しそうだったから

サイクリングを楽しみたかったから

瀬戸内海や中国山地等の自然に興味があったから

来たことがなかったから

買い物を楽しみたかったから

交通が便利だったから

広島の近くの県に行きたい観光地があったから

お祭りやイベントの参加・見学がしたかったから

スポーツ観戦やコンサートを楽しみたかったから

その他

※参考：中国地域を訪れる動機（主な国籍別）
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5.7%

12.4%
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ショッピング

日本の生活体験

自然/景勝地

都市の魅力/現代性

温泉/リラックス
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ツアー行程に含まれる

直行便がある

旅行費用が安い

韓国

88.6%

13.7%

45.1%

29.7%

17.1%

9.7%

33.7%

5.7%

0.6%

0.0%
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ショッピング

日本の生活体験

自然/景勝地

都市の魅力/現代性

温泉/リラックス

食事
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直行便がある

旅行費用が安い

アメリカ

60.7%

46.4%

29.0%

69.0%

10.7%

43.3%

47.2%

2.0%

34.1%

10.3%

香港

97.5%

5.6%

53.8%

40.6%

20.0%

12.5%

31.9%

9.4%

3.1%

0.6%

フランス

出典：広島県商工労働局観光課「令和２年日本人・外国人観光地点パラメータ調査 外国人調査」
外国人観光客の中国地域内周遊に関する市場調査（平成29 年3 月）
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中国地域の旅行動機として、「伝統文化/歴史的施設」「自然/景勝地」「日本での生活体験」「食

事」などが上位として挙げられた。一方で「ショッピング」を目的とする方は少なく、その土地に
実際に訪れないとできない経験が好まれる傾向にある。潜在的なニーズとしては、自由な旅程
の中で地元住民と交流したり、観光地化されていないようなローカルな場所に行くといった体験が

好まれる傾向にあり、観光客としてではなく、その土地の住民と同じように食事やイベント
を楽しみたいというニーズが感じられる。

03 訪日外国人観光客の興味・関心項目

顕在的ニーズ

82.8%

42.7%

42.1%

32.7%

16.4%

15.4%

14.8%

7.8%

5.9%

3.2%

5.6%

伝統文化/歴史的施設

自然/景勝地

日本の生活体験

食事

都市の魅力/現代性

温泉/リラックス

ショッピング

直行便がある

ツアー行程に含まれる

旅行費用が安い

その他

中国地域を訪れる動機（全体）

「伝統文化/歴史的施設」を目的と
して訪れている人が８割強。
次いで、「自然/景勝地」、「日本
の生活体験」、「食事」となって
いる。
「ショッピング」を目的とする人
は14.8%と少ない。

キーワードは、 「文化・歴史」「自然」「食」

潜在的ニーズ

（ヒアリング調査より）
 観光客（Tourist）として思われたくないという側面
 観光客があまり行かない場所、ローカルの人と一緒に、ローカルの場所で食事、イベントに参加した

い
 予定がぎっしりと詰まった観光はあまり好まない
 思ってもみなかった出会いを楽しむ傾向
 地元の人との交流を大変好む
 その土地に実際に訪れないとできない経験が好まれる
 「体験」がキーワードとなっている
 宿泊よりもアクティビティにお金を使いたいと感じている

アジア圏からの観光客が短期間の旅程中にできるだけ多くの観光地を周遊したいという
ニーズがある一方で、欧米系の旅行者は自然、アクティビティを好み、自由な旅程を好む
傾向。行程の中で地元住民との交流を望む声が多く、観光地化されていない場所に行きた
いというニーズもある。

キーワードは、 「体験」「ローカル」「交流」
出典：外国人観光客の中国地域内周遊に関する市場調査（平成29 年3 月）

令和２年度観光地域動向調査事業「平和都市を訪れる外国人観光客の消費及び滞在に関する動向調査」報告書
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顕在的なニーズとしては、「文化・歴史」「自然」「食」といったキーワードを元に、外国人観光
客全般からすでに高い人気があるコンテンツのほか、新しいコンテンツの情報発信や受け入れ態勢
を整え、多様なニーズに対応することが重要。潜在的なニーズとしては、観光地化されているス
ポット以外に訪れたい、現地ならではの体験をしたいという需要が見えてきた。また、ローカルな
体験を通じて地元の住民と交流したいというニーズも非常に高い。地元の人と交流できたという思
い出は強く印象に残り、再訪意向の向上にも繋がる。

03 訪日外国人観光客の興味・関心項目

顕在的ニーズのキーワード

文化・歴史 自然

食
地元食材を使った郷土料理といった、その土
地ならではの食事を楽しむというニーズがあ
ると同時に、飲食店の多言語メニュー表記や、
ベジタリアンなどフードダイバーシティへの
対応といった受け入れ態勢の整備も重要。

瀬戸内海や中国地域独自の自然の景観の魅力
のほか、ウォーキング、植物観察・森林浴、
ハイキング、登山・トレッキング・トレイル
ランなど自然の中でのアクティビティに関す
るニーズも高い。

原爆関連のピースツーリズムや宮島は有名だ
が、神楽や寺社仏閣といった、それ以外のコ
ンテンツに対する情報発信が重要。ローカル
なアートやスピリチュアルに関するスポット
も人気が高い。

潜在的ニーズのキーワード

体験 ローカル

交流

観光客があまり行かない場所、地元の人と一
緒に、ローカルの場所での食事やイベントに
参加したいと感じている。観光客
（Tourist）とは思われたくなく、現地の人
と同じように街を楽しみたいというニーズが
ある。

地元で暮らしている人たちとのリアルな触れ
合い体験などを通じて地元住民と交流したい
というニーズは、特に欧米系の旅行者で非常
に高い。地元の人と交流できたという経験か
ら「また訪れたい」という再訪意向も高まる。

お寺での写経体験といった文化的体験や、日
本酒蔵めぐりなどの飲食体験、お祭りなど地
元イベントへの参加など現地に行かなければ
体験できない「コト消費」へのニーズが高い。
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広島（中国エリア）における外国人観光客のヒアリング調査から、「二次交通（周遊交通）の問
題」「広島県内の宿泊客が少ない」「観光地の知名度の低さ」「言語・飲食店対応」といっ
た課題が浮かび上がってくる。言語・飲食店対応といったインフラを整え、旅行の計画段階におけ
る積極的な情報発信で観光地の魅力を伝え、訪問候補地を追加してもらうことで滞在期間を延ばし
ていくことが必要と考えられる。

04 広島（中国エリア）周遊観光における課題

広島（中国エリア）観光における課題（ヒアリング調査を元に作成）

二次交通（周遊交通）の問題

観光地の知名度の低さ

広島県内の宿泊客が少ない

言語・飲食店対応

• 地方観光地における公共交通のアクセス
が悪い

• JRの本数が少なく、行きたい時間に電車
が来るかわからない

• 乗換や乗り継ぎに不安がある、有名な観
光地まで直接行ける方法が望ましい

• JRやバス、路面電車を自由に乗れる周遊
パスが必要

⇒ 交通問題のハードルを越え、「そこま
でして行きたい」と 思わせる理由や魅
力の発信が必要

• 日帰りでも巡れる
• JRパスの利便性が良すぎるため、近隣の
関西や福岡から日帰り圏内

• 夜のエンターテインメントが少ない

⇒ 平和記念資料館・宮島以外のスポットや、
夜でも楽しめる コンテンツ（夜神楽、飲
食店等）の情報発信をすることで、 滞在期
間を延ばし、宿泊客確保に繋げる

• 広島という地名を知っている人は多いが、
広島に何があるかは意外と知られていない

• 滞在日程が限られているため、知名度のな
い所へは行かない

• 動画や写真など観光客を引き付けるインパ
クトが必要

⇒ 1～2日で十分に巡れるという予定を組ま
れないよう、 旅行の計画段階で積極的な情
報発信が必要

• 言語に不安がある
• 市街地における案内板がない
• 現地での手続きや多言語対応があるのかわ
からない

• ベジタリアン、アレルギー対応の面からも
メニューや材料の英語表記、写真の掲載が
必要

• ハラルメニューなど多様な宗教・信条に対
応

⇒ トラベルコーディネーター（ガイド）の
存在が有効

出典：外国人観光客の中国地域内周遊に関する市場調査（平成29 年3 月）
令和２年度観光地域動向調査事業「平和都市を訪れる外国人観光客の消費及び滞在に関する動向調査」報告書
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広島・中国地域周遊観光ツアー造成にあたり、対象地域は日本旅行日数が比較的長い「欧米豪」か
らの旅行者で、自由な旅程を組みやすい「個人旅行（FIT）」を主要ターゲットとする。主要
ターゲットのうち、年代やグループ構成、訪日回数、興味・関心項目から「新たな魅力発見型」
「自然・アクティビティ体験型」「魅力の深堀型」の３つのタイプを設定し、それぞれに適したツ
アーを提案する。

05 広島（中国エリア）周遊観光のターゲットペルソナ

 自由な旅程を好む
 自然や体験、アクティビティを好む
 観光地化されていない場所にも行きたい
 世界中の歴史・文化・自然に関心が高い
 遠い日本まで来るので旅行日数は長い
 素晴らしい経験にはお金を惜しまない
 その土地に行かなければできない経験
 地元の人との交流を望む
 思いがけない出会いを楽しみたい

周遊ツアーターゲットのペルソナ

◎対象地域：欧米豪

◎旅行形態：個人旅行（FIT）

想定される周遊ツアー

自然・アクティビティ体験型

魅力深堀型

新たな魅力発見型
定番スポットから脱却し、観光地化されていない場所も含め、
広島・中国地域の新たな魅力を発見する

アクティビティを通じて瀬戸内海や中国地域の豊富な自然を
体感し、アクティブに楽しむ

訪日リピーターで日本の歴史や文化、自然への知的好奇心が
高く、素晴らしい経験にはお金を惜しまない

参考：日本政策投資銀行「関西・瀬戸内インバウンド観光の広域周遊活性化に向けて 2023.4」を元に作成
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それぞれのペルソナに合わせたツアーコンテンツとして、新たな魅力発見型は、「観光地化され
ていない場所」や「地元の人との交流」を目的とし、定番観光スポットから脱却した新しい魅力を

発信する。自然・アクティビティ体験型は主に20～30代を対象とし、瀬戸内海や中国地域の自

然の中でアクティビティを楽しみながら地元の人との交流を図る。魅力深堀型は、訪日リピーター
で歴史や文化に対する知的好奇心が高い層を対象に、より深い魅力を知っていただけるようなコン
テンツを提案する。

05 広島（中国エリア）周遊観光のターゲットペルソナ

 旅行人数：1～複数人
 年代：全年代
 グループ構成：友人/家族と
 訪日回数：初回/2回目以上
 観光地化されていない場所に行きたい
 地元の人と同じように街を楽しみ交流したい

◎キーワード

◎ツアーコンテンツ候補

西条の酒蔵ガイドツアー 鞆の浦

里山地域の生活体験 三次もののけミュージアム

新たな魅力発見型

文化
歴史

食 体験 ローカル 交流

自然・アクティビティ体験型

魅力深堀型

 旅行人数：1～複数人
 年代：20～30代
 グループ構成：友人/家族と
 訪日回数：初回/2回目以上
 瀬戸内海や中国地域の自然を満喫する
 アクティビティや体験を楽しむ

◎キーワード

◎ツアーコンテンツ候補

とびしま海道サイクリング 常清滝

三段峡江田島シーカヤック

自然 体験 ローカル 交流

 旅行人数：1～複数人
 年代：全年代
 グループ構成：友人/家族と
 訪日回数：2回目以上
 知的好奇心が高い
 素晴らしい経験にはお金を惜しまない

◎キーワード

◎ツアーコンテンツ候補

神勝寺 尾道

石見銀山 国宝瑠璃光寺五重塔

文化
歴史

体験 ローカル

写真提供：一般社団法人広島県観光連盟、一般社団法人尾道観光協会、公益社団法人島根県観光連盟、一般財団法人山口観光コンベンション協会
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②訪日外国人観光客に関する宿泊施設等ヒアリング調査

施設カテゴリ

Q1．特に多い年代をお選びください（複数回答）

Q2．特に多い国籍・地域をお選びください（複数回答）

Q3．特に多い旅行人数をお選びください ※ツアー等団体旅行を除く（複数回答）

広島県内22施設への調査結果

15

東アジア（中国・韓国・香港・台湾など)

東南アジア（シンガポール・タイ・ベトナムなど)

上記以外のアジア圏お（インドなど)

北米（アメリカ・カナダなど)

南米（ブラジル・アルゼンチンなど)

ヨーロッパ（フランス・イギリス・スペイン・ドイツなど)

オセアニア（オーストラリア・ニュージーランドなど)

アフリカ

その他



Q4．特に多い属性をお選びください ※見た目や雰囲気で判断していただいて構いません（複数回答）

Q5．特に多い滞在期間をお選びください（複数回答）

Q6．外国人観光客の旅行目的として、どのような目的が多いと思いますか？（複数回答）

Q7．外国人観光客からの問い合わせとして多いのはどのような内容ですか？（複数回答）
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Q8．外国人観光客の観光においてハードルとなっているのはどのようなことだと思いますか？（複数回答）

Q9．外国人観光客は滞在中にどのように過ごされていますか？（複数回答）

Q10．外国人観光客は滞在中の移動はどのようにされている方が多いですか？（複数回答）

Q11．広島中心エリア以外で、中国地域の地方を周遊するツアーがあれば需要があると思いますか？

1施設は2人からの回答 17

旅行中の予定は確定している

旅行中の予定は概ね確定しているが、数時間程度空
いている時間がありそう

旅行中の予定のうち、半日程度であれば空いている時
間がありそう(近場で追加で行ける場所を探している等)

旅行中の予定のうち、一日程度であれば空いている時
間がありそう(日帰りできる場所であれば行く等)

旅行中の予定はほとんど決まっていない（旅行の最中
に行く場所を決める等）

不明・わからない

興味のある場所であれば交通手段はあまり気にしない

公共交通手段で行けない場所はレンタカーやレンタサイ
クル、タクシー等で移動する

公共交通手段で行けない場所は行かない

電車の乗り換えに不安がある

電車・バス等、複数の交通手段に乗り換えて移動する
ことに不安がある

目的地までの距離(時間)を気にする

目的地までの費用(交通費)を気にする

多言語対応

観光地へのアクセス方法・手段

インターネット環境（Wi-Fi等）

宿泊所や観光地の設備

決算対応（キャッシュレス対応等）

フードダイバーシティ対応（ベジタリアン、ハラル
フード、ビーガン等）

その他のダイバーシティ対応

上記以外
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Q12．広島中心エリア以外の中国地域の地方を周遊するツアーとして、どのようなものであれば人気が出ると思いますか？

フリートーク

【ホテル】
●日本人宿泊者より訪日外国人の方が、ある程度自分たちでプランを持って来日（来広）している。
●ホテル側でも宿泊客へのコンテンツ販売等は取り組みたいが、現在の人出不足では予約代行・管理までの把
握は難しい
●宅配便・荷物移動の問い合わせが多い。荷物のサポートで周遊への一定の効果があるのでは。
●食を理由に広島へ訪問するイメージは無いが、ベジタリアン・ビーガン等専門の飲食店が少ない。
●インフォメーションで紙媒体の情報は、ほとんど手に取らない。ネットでの事前周知が必要と共に、チラシ等の紙
媒体の案内は手渡しする等の事業者のサポートが必要。
●例えばパリ旅行に行くとして、パリを差し置いて６時間もかけて地方を回ろうとは思わないですし、可能な限り移
動だけの時間を減らし、パリ市中で楽しめることを探したくなるものだと思います。
そういった視点で考えると、広島自体が大阪拠点の旅行者にとってはすでに地方観光をしているつもりである可
能性が高いので、さらにその周辺の地方に足を延ばす事を目指すのは受け入れ側の準備も大変かつ旅行者に
とっても大変なことと想像します。
趣旨とは反してしまいますが、まずは盛り上げきれているとは言いにくい広島市近辺の観光資源である宮島・岩
国をつなげたベーシックな周遊の促進からではないかと感じます。それが盛り上げられて初めてその先に地方へ出
られるような気がしました。
まずは原爆関連を中心に集客している広島県に、観光の厚みをつくれると魅力的な旅行先となるかと考えます。
以上、関係者様御一同ご承知のことだろうと思いましたが、改めて考えた時に、まずは基本に戻ることが大事かと
再認識しましたため、このように回答させていただきました。

【ゲストハウス・ホステル】
●滞在は1泊～2泊が中心 他2週間～1ヶ月もあり
●山陰・四国へは周遊していない様子（JRパスが利用できない為）
●広島へ来る方は真面目な方が多い。（歴史に関心・興味あり）
●自然系・ハイキング・湖畔（釣り）等のアクティブが多い。特にヨーロッパ系に人気（広島市のような120万都
市＋自然が隣接している都市は少ない。）
●カード決済の施設が少ない。
●自転車の利用（レンタル：広島市シェアサイクル・ぴーすくる）は人気が無い。（アプリ、会員登録など訪日外
国人の手続きはハードルが高い。）その為、移動は徒歩中心。4～5Kmでも徒歩を苦にしない。
●ゲストハウスに宿泊客層には金額面を重視したプランが効果的。
●食へのインフォメーション 例）ビーガン提供レストランのリスト化（自治体による統一性があるとベスト）

【観光案内所】
●自然系・キャンプ等のアクティブな体験の問合せは多い。
人気の方面：三段峡（年間通して）・大久野島・岩国・呉・竹原
●大阪への移動時間（帰路フライト前）までの余暇の過ごし方の相談が多い。半日強のプランが効果的。
↳Q9の回答にも表れている。
●温泉地の情報依頼も多い
●貸切バスツアーは訪日外国人にハードルが高い（申込〆切出発3～5日前などの制限）
●ワンコインバス：広島⇔島根県（500円）は人気があるが、訪日外国人の周知は一部にとどまっている。
●欧米系では無いが、降雪の見学等の問合せも多い。（アジア系）
●計画（予め来広へのプランの有無）消費金額なども両極端。目指すターゲットによる施策が必要。

歴史的なもの・岩国（錦帯橋）・西条酒蔵
サイクリングツアー → 交通機関へのバイク持込の緩和
2次交通の解消・行きにくい場所へのサポートが必要
↳三段峡（年間を通じて）・世羅花めぐり・井仁の棚田・帝釈峡・萩・元乃隅稲成神社など、呉や江田島でも
外国人には行きにくい

アートツアー
スキーバスツアー
クルーズ半日（瀬戸内をめぐる旅）
大久野島・山賊
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③コンテンツ調査について

日本三大酒処「西条」の
酒蔵ガイドツアー

しまなみ海道サイクリング
鞆の浦 初の海外クルーズ

船
寄港に注目

所在地
広島県東広島市西条本町17-1
（西条酒蔵通り観光案内所）

広島県尾道市
（尾道港レンタサイクル

ターミナル）

広島県福山市鞆町鞆
（鞆の浦観光情報センター）

交通
アクセス

JR西条駅より徒歩約7分 JR尾道駅より徒歩約7分 JR福山駅よりバス約30分

概要
営業時間：10時～16時

休業日：第1・3水曜／年末年始
営業時間：7時～19時

※12月～2月は8時～18時
営業時間：10時～17時

（鞆の浦観光情報センター）

特徴

広島県西条は兵庫県の灘、京都府の
伏見とともに「日本三大銘醸地」と
呼ばれる酒どころ。江戸時代に陸路
の中継地として栄え、さらに酒造り
に適した気候と地下水の恩恵で「酒
都西条」と呼ばれる一大銘醸地と
なった。
西条酒蔵通りには現在でも7つの蔵元
が並び、伝統の酒造りを続けている。
赤煉瓦の煙突・なまこ壁・西条格子
といった独特の風情を醸す街並みや、
美酒鍋・酒スイーツなども楽しむこ
とができる。

広島県尾道市と愛媛県今治市を結ぶ
「しまなみ海道」は、自然美溢れる
景色が楽しめる全長約70kmのサイク
リングロードで、「サイクリストの
聖地」とも呼ばれ、CNNの「世界の
最も素晴らしい7大サイクリングコー
ス」の１つに選ばれた。6つの島々を
つなぐ橋は、規模や形式の異なるバ
ラエティに富んだ橋が架けられてい
る。尾道・今治以外にも計10か所の
レンタサイクル・ターミナルがあり、
一部区間のサイクリングも可能。沿
線には各所に博物館やお城など観光
スポットも点在している。

アニメ映画「崖の上のポニョ」の舞
台としても知られる瀬戸内海の景勝
地「鞆の浦」。江戸時代から残る常
夜燈や町家が今も大切に保存されて
おり、伝統的な風情を残している。
江戸時代初期、鞆城を築いた福島正
則が、城下町整備の一環で「寺町通
り」を造営。各宗派のお寺がほぼ一
直線に並べられており、小さな範囲
にこれだけの寺社が見られる町は珍
しい。
2023年は外国客船の寄港を7回予定。

クチコミ

・各酒蔵では、販売の他に試飲がで
きるところもあり、日本酒好きには
聖地のような場所
・なまこ壁の白壁、赤レンガの煙突
といった感じで、歩くだけでも風情
がある界隈
・観光案内所が「くぐり門」と名前
が付いたユニークな形の建物には
いっている
・観光案内所は無料で気軽に利用で
きる事と、お土産屋さんも兼ねてい
るため利用価値が高い

・夕日は今まで見たものの中でも
トップ3に入る
・まるで鏡の様な海に山が浮いてい
る様な美しい姿は一見の価値あり
・島に降りたら道の駅や土産売り場
もあり、しまなみ海道の橋も下から
大きく見えて新鮮
・体力に合わせて行く島や、コース
を選べる

・江戸時代に遡るような民家・商家
の佇まいや、江戸時代の灯台とは想
像もつかない大きな常夜灯を入れた
鞆の港の景色が素晴らしい
・港町好き、歴史好き、猫好きには
お勧めのスポット
・石灯籠から眺める港の光景はこれ
まで巡った日本のスポットの中でも5
本指に入るほどお気に入り
・狭い路地、古民家が続く町並み、
石造りの船着き場、歩くと江戸時代
にタイムスリップしたよう

受け入れ
態勢

Wi-Fi対応／洋式トイレ／キャッシュ
レス／クレジット決済／WEB予約

※店舗による

多言語対応*1／Wi-Fi対応*2／
WEB予約

*1)英語版情報MAP
『Go Shimanami』

*2)尾道市Wi-Fiフリースポット
えひめFree Wi-Fi

多言語対応／Wi-Fi対応／洋式トイレ
キャッシュレス／クレジット対応

コンテンツ案
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歴史的魅力に溢れた
文化財群 尾道

もののけの住む三次・E-BIKEツアー

所在地
広島県尾道市

（尾道駅観光案内所）
広島県三次市三次町1691番地4
（三次もののけミュージアム）

広島県三次市三若町2396
（川西郷の駅）

交通
アクセス

JR尾道駅 JR三次駅より路線バス約10分 JR三次駅より路線バス約30分

概要
営業時間：9時～18時
（尾道駅観光案内所）

営業時間：9時30分～17時
休業日：毎週水曜、年末年始

営業時間：5時30分～25時
（川西郷の駅）

特徴

尾道は中世の開港以来、瀬戸内随一
の良港として繁栄。尾道三山と尾道
水道の間の狭小な空間に多くの寺社
や庭園、住宅が造られ、入り組んだ
路地・坂道とともに中世から近代の
趣を今に残す箱庭的都市が生み出さ
れた。
今年の8月にも新たに3つの建築物が
国の登録有形文化財に登録され、全
295件となった。

三次市三次町は、江戸時代以降、現
代にいたるまで、絵本や絵巻、漫画
の題材にもなり、全国の広い範囲に
わたって伝承している妖怪物語「稲
生物怪録」の舞台となった地。
もののけミュージアムには、妖怪研
究家の湯本豪一氏が蒐集したコレク
ションを中心に妖怪資料が展示され
ている。

三次市川西地区は、どこか懐かしく
も美しい田園風景が残るエリア。石
積みの田園風景、オオサンショウウ
オも棲む豊かな川、そして少し足を
伸ばせば牧場やみよし風土記の丘
（古墳群）なども点在するサイクリ
ングコース

クチコミ

・尾道水道の眺めは、造船所・行き
交う船・穏やかな海で時間が止まっ
たようで、とても落ち着く
・千光寺の展望台から尾道水道とし
まなみ海道が一望でき気持ちがいい。
また、信仰の対象であった「鏡岩」
や伝説が残る「玉の岩」も魅力的
・古い建物を活用したり、おしゃれ
な店があったり。一休みしながらぶ
らついて、土産やグルメも楽しめた

・妖怪の資料や模型がたくさん展示
されていて、妖怪好きは大満足
・チームラボが関わっているので、
入り口からデジタルな世界が広がっ
ている
・チームラボの妖怪遊園地では、妖
怪の塗り絵が部屋の壁面に映し出さ
れ、子供達に大人気

・道中は車に乗っていてはわからな
い春の柔らかい風やにおい、鳥のさ
えずりに耳を傾けながら自然を満喫

受け入れ
態勢

多言語対応／Wi-Fi対応／
キャッシュレス対応※店舗による

多言語対応*1／洋式トイレ／
WEB予約

*1)ミュージアム展示ガイドアプリ
3か国語（英・中・韓）対応

ー

コンテンツ案
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COOL JAPAN 
AWARD2019

神勝寺

西日本有数の名勝
三段峡

地域の生活体験
安芸太田町

所在地 広島県福山市沼隈町大字上山南91 広島県山県郡安芸太田町柴木 広島県山県郡安芸太田町

交通
アクセス

JR福山駅よりバス約30分
下車後、徒歩15分（送迎有）

広島バスセンター（市内）より
高速バス約75分

広島バスセンター（市内）より
高速バス約70分

概要
営業時間：9時～17時
休業日：不定休

●黒淵渡舟：平日10時～16時30分
土日祝9時～16時

●猿飛渡舟：10時～15時
ー

特徴

境内には、滋賀県から移築した17世
紀の堂宇や、アートパビリオン「洸
庭」、臨済宗中興の祖と言われる白
隠禅師の禅画墨蹟の常設展示館「荘
厳堂」、天明の大火以前の表千家の
お茶室を再現した「秀路軒」など、
約７万坪の境内に様々な伽藍が点在
する。
お庭の散策、お茶室での一服、建築
や美術の鑑賞、坐禅、写経など、こ
こでの様々な体験すべてを通じて、
禅とはなにかを感じるための場。
307件もの応募のなかから「COOL 
JAPAN AWARD 2019」に選ばれた。

西日本有数の「峡谷凝縮美」が楽し
める全長約16kmにも及ぶ大峡谷。遊
歩道や切り立つ岩の間を人力の船で
渡る渡し船もあり、様々な景観を楽
しむことができる。フランスの旅行
専門誌「ブルーガイド」では、世界
遺産の宮島や原爆ドームに続き、
『三ツ星』を獲得し、国の特別名勝
にも指定されている。

広島県の北西部に位置する、安芸太
田町。
昔からもの作りが盛んに行われてき
た太田町では工芸品をつくる手仕事
の音が聞こえ、斜面に切り出された
棚田での米作りは日本の「懐かしい
風景」を見ることができる。
安芸太田町の農泊は、一緒に郷土料
理を作ったり、江戸時代から続く工
房で日用品づくりの体験をするなど、
安芸太田町の「ふつうの毎日」を見
て触れて体験できる、贅沢な田舎体
験。

クチコミ

・景色がどこを切り取っても美しい
中で、気軽に写経や、座禅、瞑想、
散策が楽しめる
・わびさびの雰囲気があり、ほっと
一息つけるような落ち着きが感じら
れる場所
・表千家のお茶室で楽しむお抹茶や
雲水が食べる本格的なうどんが人気
・夕方以降は庭園がライトアップさ
れて幻想的

・名前にふさわしいような壮大な風
景だった
・正面口から黒淵までの片道50分ほ
どのルートは、遊歩道がきれいに整
備されており、多少のアップダウン
はあるものの、歩きやすい場所でお
すすめ。
・夏でも緑豊かで涼しく、平坦な道
が多く歩きやすいため、真夏のト
レッキングにもいいところ
・船頭さんの説明を聞きつつ、川を
渡るの秘境感もあってワクワクする

ー

受け入れ
態勢

多言語対応*1／キャッシュレス／
クレジット決済／WEB予約

*1)オーディオガイド2か国語
（英・中）

英語対応スタッフ常駐

WEB予約
*ガイドツアー

ー

コンテンツ案
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西洋文化と美観地区
倉敷

日本遺産吉備路
サイクリングを巡る

津和野百景巡る
サイクリングツアー

所在地
岡山県倉敷市中央1-4-8
（倉敷館観光案内所）

荒木レンタサイクル
（岡山県総社市駅前2丁目1-5）

釜井商店
（島根県鹿足郡津和野町

後田イ49-6）

交通
アクセス

JR倉敷駅より徒歩15分 JR総社駅前 JR津和野駅前

概要
営業時間：9時～18時
（倉敷館観光案内所）

営業時間：9時～18時
※11～2月は17時まで

営業時間：8時～18時

特徴

白壁の蔵屋敷、なまこ壁、柳並木な
ど、趣ある景観が楽しめる「倉敷美
観地区」。「倉敷帆布」「倉敷デニ
ム」といった倉敷ブランドのお店や
「大原美術館」「アイビースクエ
ア」などの文化施設も集まる。
また、世界的主命デザイナー・石井
幹子氏プロデュースの「倉敷美観地
区夜間景観照明」も日中とは異なる
景色が楽しめる。
観光案内所も、1917年に役場として
建てられた洋風木造建築（倉敷市指
定重要文化財）。

「吉備路」は、岡山市北西部から総
社市にかけての一帯の総称で、ロマ
ン溢れる史跡群とともに美しい田園
風景が望める地域。
21kmにもおよぶ吉備路自転車道が整
備されており、総社駅を出発し、造
山古墳や作山古墳をはじめ、備中国
分寺五重塔・吉備津彦神社など、か
つて古代吉備国の中心地であったと
伝わる地域を、里山の風景を楽しみ
ながらサイクリングで巡ることがで
きる。

日本遺産にも登録されている「津和
野百景図」。約160年前に描かれた、
幕末の津和野の100の情景（日常の営
み・行事やお祭り・四季の風物詩）
が、現代にも残されている。
美しい城下町と、里山の自然も愉し
めるサイクリングツアー。

クチコミ

・水路沿いや周辺に素敵な建物が多
数残っていて散策するのがとても楽
しい
・景色もよく、映える写真も沢山撮
れる
・街歩きしているだけで楽しい
・美味しいものを食べ歩きしたり、
古き良き雰囲気のある空間を思う存
分楽しめる
・渡し船は語り部の船頭さんが、川
を漕いで案内してくれて、もったい
ないくらい良い経験

・田園風景が続くのどかな景色を楽
しみながらのサイクリングが気持ち
いい
・高低差がなく車も走っていないの
で走りやすい
・路面もよく手入れされている
・看板、道路に描かれた案内など、
ルートがわかりやすく、道もほとん
ど平坦なので、サイクリング慣れし
ていない人でも安心
・田園に囲まれているので、季節に
よって楽しめる植物が変わる。紅葉
の季節は最高

※太鼓谷稲成神社
・社殿も大きく、境内から津和野の
まちが一望
・京都の伏見稲荷のような、たくさ
んの赤い鳥居が綺麗

※殿町通り
・武家屋敷が立ち並ぶ石畳の通りは
津和野を象徴する景観で、掘割水路
で優雅に泳ぐ色鮮やかな鯉が印象的
・タイムスリップしたような気分に
なる

受け入れ
態勢

多言語対応*1／Wi-Fi対応／
洋式トイレ

キャッシュレス／クレジット決済
*1)観光案内マップ4か国語
（英・仏・中・韓）対応

多言語対応*1
*1)サイクリングマップ3か国語

（英・中・韓）対応

Wi-Fi対応*1
*1) Tsuwano Free Wi-Fi 

／町内8スポット

コンテンツ案
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石見銀山から読み解く
世界史

国宝瑠璃光寺五重塔
（70年振りの葺き替え）

雪舟コレクション
山口県立美術館

所在地
島根県大田市大森町イ1597-3
（石見銀山世界遺産センター）

山口県山口市香山町7-1 山口県山口市亀山町3-1

交通
アクセス

大田市駅よりバス約30分
JR山口駅よりコミュニティバス

約15分
JR山口駅より徒歩約15分

概要
営業時間：8時30分～17時30分
休業日：毎週火曜、年末年始

営業時間：観光案内所 9時～18時
※ライトアップ：日没後～22時

営業時間：9時～17時
休業日：毎週月曜、年末年始

特徴

石見銀山は、2007年に世界遺産に登
録されたアジアで初めての鉱山遺跡。
最盛期には世界の産銀量の約3分の1
を占めた日本銀のかなりの部分が石
見銀山で産出されたものと考えられ
ている。「灰吹き法」という製錬技
術により、良質な銀を大量に生産す
ることができた。現在でも、坑道跡
（＝間歩）の他、製錬工房跡や住居
跡などが多数残っている。
石見銀山世界遺産センターでは、16
世紀の東西交易における石見銀山の
役割や歴史を学べる資料のほかVRで
非公開エリアの視聴コーナーもある。
また、丁銀キーホルダーなどの体験
も可能（毎週水・木曜）。

山口を拠点にかつて西国一の力を
持った守護大名・大内義弘公を弔う
ために、弟・大内盛見が計画し、
1442年に建立。現存する五重塔のう
ちで10番目に古く、奈良の法隆寺五
重塔、京都の醍醐寺五重塔とともに
「日本三名塔」に数えられる山口市
唯一の国宝。
2023年春より約70年ぶりの檜皮葺屋
根の全面葺き替え工事が行われてい
る（～2026年3月予定）。
園内には他にも、幕末に薩長の藩士
らが密談を重ねた「枕流亭」や美し
い茶室「露山堂」などの維新ゆかり
の地や、長州藩13代藩主・毛利敬親
が山口に居城を移して以降の毛利家
墓所など史跡が点在する。

1979年（昭和54年）に開館。
雪舟と雲谷派や、山口県にゆかりの
ある作家の作品を主に常設展示する
ほか、特別展も開催。水墨画作品の
最高峰ともいわれる「山水図巻
（1486年,雪舟作）」も収蔵されてい
る。

※雪舟…室町時代に活躍した画家・
禅僧。30代で山口に移り有力守護大
名である大内氏のもとで活動。遣明
船の一員として明に渡った際、本場
の水墨画にふれ、帰国後に独自の画
風を追求した。晩年は山口を拠点に
活動し、国宝指定の6点はいずれも晩
年の作品。

クチコミ

・どの展示もわかりやすく説明され
ているが、第一展示室「世界史に刻
まれた石見銀山」が印象深かった
・最初に世界遺産センターに行き、
全体を理解した上で大森の町並みや
間歩に行ったほうが良い。思ってい
たより広い範囲に見どころが点在し
ている
・世界遺産センターと大森地区の移
動はバスも可能だが、レンタサイク
ルがおすすめ。世界遺産センター・
大森地区・坑道・製錬所跡・旧川島
家武家屋敷なども散策できる。とに
かく内容が濃く、じっくり回るなら1
日かかる。
・ガイド同伴でなければいけない坑
道のツアーがある

・池と庭園と、背後の山ともあい
まった美しさは、本当に素晴らしい
としか言いようがない
・新緑の時も、紅葉の時も、近くか
ら見ても、遠くから見ても、まわり
の季節の木々に映える五重塔は重厚
で心落ち着く景色
・境内には、五重塔だけでなく沈流
亭や露山堂といった日本の歴史にか
かわった建物があったり、うぐいす
張りの石畳など、見どころも多い
・京都ほどの紅葉は見られないが、
その分混雑しすぎておらず快適
・無料駐車場と24時間見学可

・町の中心部でありながら、緑あふ
れる落ち着いて閑静な雰囲気
・上質な作品をゆったり鑑賞できる
施設
・グッズ販売コーナーは個性的なア
イテムがあり面白い
・展示作品が多く、カフェもあり静
かで落ち着ける場所
・美術館の庭に彫刻作品や大きなボ
トルなど様々なアートがあって見て
楽しめる

受け入れ
態勢

多言語対応*1／Wi-Fi対応／
キャッシュ

レス／クレジット決済／WEB予約
*1)リーフレット4か国語
（英・中・韓・台）対応

ー Wi-Fi対応

コンテンツ案

23



24

２．業務内容
（２）実証ツアーの造成



①実証ツアーの造成

前述した調査・分析結果から導き出した“ペルソナ”に、
欧米豪専門家であるNKB森田氏（元ミシュラン）の
ロジック・経験を組み合わせたツアー企画を造成。

前述の調査・分析結果から得られたペルソナとツアー傾向（再掲）

欧米豪専門家 NKB森田氏の視点

その土地の自然に浸る その土地の歴史・文化
を味わう

ゆったりした
スケジュール

土地の人との触れあい

欧米豪ＦＩＴが日帰りツアーに求める４要素

01 ツアー企画開発視点

日本最大級のインバウンドサイト「LIVEJAPAN」のノウハウに加え、森田氏のミ
シュランガイド責任者の経歴をふまえたインバウンド旅行のエキスパートとして
の知見を提供。北海道道南・道東エリアにおいてもアドベンチャーツーリズムの
観光ルート開発の実績あり。

現 株式会社ＮＫＢ 米豪豪エキスパート
元 日本ミシュランタイヤ株式会社 社長室長・ガイド事業部担当

森田哲史氏

観光庁「広域周遊観光促進のための専門家派遣事業」の専門家として選定

25



①実証ツアーの造成

02 ツアー企画

26



②実証ツアー周知の提案および実施

「集客告知」はチラシとWEBの両方で！
WEBはタビマエだけでなくタビナカでも成果を出している

訪日旅行サイト「LIVE JAPAN※」を活用！
※月間ユニーク訪問者数400万人

チラシ（オフラインアプローチ）

観光案内所や宿泊施
設、さらに訪日外国
人に人気な飲食店な
どにチラシを設置。

WEB（オンラインアプローチ）

LIVEJAPAN上にて、今回のツアー企画紹介を
英語にて発信。⇒※イメージ

旅ナカで行程の変更が可能なターゲットに向けて効果的な周知方法を設計するために、オフライン
アプローチ（主にチラシ）とオンラインアプローチ（訪日外国人メディア）を活用し、実施。
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オフラインでの周知場所について

チラシ設置のお願い・周知のお願い先

カテゴリー 施設名・運輸機関名

ビジネスH ホテル法華クラブ広島

ビジネスH スマイルホテル広島

シティH リーガロイヤルホテル広島

シティH ホテルグランヴィア広島

ビジネスH 広島ワシントンホテル

ビジネスH 広島グランドインテリジェントホテル

ビジネスH 広島インテリジェントホテルアネックス

ビジネスH ホテルマイステイズ広島平和公園前

ビジネスH ホテル広島ガーデンパレス

ビジネスH チサンホテル広島

ビジネスH オリエンタルホテル広島

ビジネスH ホテルビスタ広島

ビジネスH 広島市文化交流会館

ビジネスH ヴィアインプライム広島新幹線口＜紅葉の湯＞

ホステル ＷｅＢａｓｅ広島

ビジネスH 三井ガーデンホテル広島

ビジネスH 広島東急ＲＥＩホテル

ビジネスH コンフォートホテル広島大手町

ゲストハウス ゲストハウス広島マングタック

ゲストハウス エバーグリーンホステル

シティH ヒルトン広島

シティH グランドプリンスホテル広島

シティH ＡＮＡクラウンプラザホテル広島

飲食店 お好み焼き 八誠

案内所 広島市観光案内所・広島バスセンター・総合案内所

②実証ツアー周知の提案および実施



①実証ツアーの造成

03 ツアー企画開発視点

欧米豪には、わかりやすいツアー企画のストーリーと説明が
さらなる満足につながるため、ツアーにおいて、移動中のバス
の中などにおいて、ツアーに関するプレゼンテーション（ツ
アーのテーマ、テーマの掘り下げ、ツアー関連紹介）を実施す
ることが重要となる。

ツアー企画のポイント作成
およびプレゼンテーション実施（どちらも英語）

and more･･･

28
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２．業務内容
（３）実証ツアーの実施および分析



①実証ツアーの実施

・石器時代からの日本の古代を感じる
・日本人の基層信仰：自然崇拝と先祖崇拝
・古代の中国地方に思いを馳せる
・トレッキング（身体的活動を伴う）

日程：2023年12月10日(日)
集合場所：広島駅2F JR中央口 おりづる時計前
募集人員：10名 （最少催行人員：1名）
募集条件：訪日外国人旅行者の方
旅行代金：3,000円
食事条件：昼食1回
添 乗 員 ：同行

天の岩座神宮＋大土山トレッキングツアー

01 1回目ツアー

時間 行程

8:30 広島駅2階　JR中央改札口外「おりづる時計」前に集合

8:30-8:45 ツアーの説明・出発

10:00 休憩・道の駅　三矢の里あきたかた　にて

11:00～14:00
トレッキング開始～お昼12:00頃（お弁当）

～トレッキング終了（3h）

15:00～15:30 天の岩座神宮

16:00
休憩・向原農村交流館やすらぎ

アンケート記入

17:00
広島駅到着　解散

アンケート回収
30

FIT1名（国籍：アメリカ/オークランド 1名）
モニター４名（国籍：アメリカ 2名／カナダ 1名／ニュージーランド 1名）
観光関連事業者1名（当日欠席）



①実証ツアーの実施

チラシ作成

01 1回目ツアー

31



1

①実証ツアーの実施

LIVEJAPAN掲載

01 1回目ツアー

想定PV2,000～3,000に対して4,384PV（約1カ月）という結果と

なった。ツアー当日の12月10日までの数値はPV：4,244、UU：

3,479となっていることから、実施前までに多くのユーザーに閲覧

されていた。

アクセス国の多くは日本からのアクセスになっていることから、国

内にいる外国人の多くが英語記事を閲覧したということがいえる。

32

広島で体験する新たなスピリチュアル＆トレッキングツ
アーの魅力！

本ツアーの魅力
魅力のポイント

日本列島にいた人々は、石器時代から大きな岩の上が神が降り立
つところ（神の依代）と信じてきた。
辺には数多くの石器時代・縄文時代・弥生時代・古墳時代の遺
跡・史跡が発見されている。
山岳信仰は修験道に繋がり、６世紀に入って来た仏教と融合し、
神仏習合になっていった。
全国に２４社しかない神宮の社号を持つ神社が、広島の山の中に
ひっそりと祀られているのも興味深い

■本ツアー企画の見どころ
広島のこんなところに「神宮」がある。神宮とは皇室に所縁のあ
る方を御祭神として祀られている社（やしろ）ですが、ここ天の
岩座神宮には宮に相当する社がなく、神が依代（よりしろ）とし
て降臨される「磐座（いわくら）」が祀られているだけです。こ
の岩に降臨された神が "あまてらすおおみかみ" で、天照大御神が
天皇の祖とされることから皇室に所縁があるということで「神
宮」なのでしょうが、それにしてもあまりにも人里離れた場所に
ある、日本の神社の原型に近い形の非常にシンプルな「神宮」で
す。
日本には８８０００社の神社があって、その中で神宮の社号を持
つ神社はわずか２４社しかないそうですが、そのうちの一社がこ
の天の岩座神宮なわけです。天の岩座神宮はそれだけ重要な場所
であったことが分かります。事実この周辺からは石器時代からの
祭儀跡が数多く発見されていて、古代からの聖地であったことが
伺えます。

※日本語訳

https://livejapan.com/en/in-tokyo/in-pref-
other/in-pref-hiroshima/article-a2000878/



①実証ツアーの実施

LIVEJAPAN掲載

01 1回目ツアー

33

■本ツアーの内容について
・8:30
広島駅2階 JR中央改札口外「おりづる時計」前に集合
・8:30～8:45
ツアーの説明・出発
・10:00
休憩・道の駅 三矢の里あきたかた にて
・11:00～14:00
トレッキング開始～お昼 12:00ごろ（お弁当）
・15:00～15:30
天の岩座神宮
・16:00
休憩・向原農村交流館やすらぎ
アンケート記入
・17:00
広島駅到着 解散
アンケート回収
実施日時
2023年12月10日（日）集合8:30 出発8:45～17:00戻り

集合場所
JR広島駅 ２F中央改札口外「おりづる時計」前 AM8:30

ツアーガイド紹介 森田哲史氏

元 日本ミシュランタイヤ株式会社 社長室長・ミシュランガイ
ド事業部担当
観光庁「広域周遊観光促進のための専門家派遣事業」の専門家に
も選定されており、日本の文化・歴史をどのように欧米の方々に
伝えれば、魅力が伝わるのかを研究している。
また、アドベンチャーツーリズムのニーズの高まりに合わせて、
日本国内でも複数の地域のツアー企画者として活躍している。

■エントリー申込
・お問い合わせ先：東武トップツアーズ 広島支店 担当 入
江・中本
〒730-0035 広島県広島市中区本通6-11 明治安田生命本通ビ

ル6F
TEL：050-9002-5442

※日本語訳



①実証ツアーの実施

ツアー企画のポイントとプレゼンテーション

01 1回目ツアー
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①実証ツアーの実施

ツアー実施

01 1回目ツアー
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アンケート回答者属性

● 回答者数：モニター４名（国籍：アメリカ 2名／カナダ 1名／ニュージーランド 1名）

36
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トレッキングに興味があったから

スピリチュアルな場所に興味があったから

歴史や遺跡を見ることが好きだから

頂上からの景色を見たかったから

自然を楽しみたかったから

日本の神社に興味があったから

見たことのない場所に行ってみたかったから

時間があったから

観光案内所やホテルで勧められたから

その他
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アンケート回答者属性

● 回答者数：FIT1名（国籍：アメリカ/オークランド 1名）

・性別：女性 ・年代：50代

・国籍：アメリカ/N２ ・居住地：オークランド

・滞在日数：20～30日未満

・同行者数：0人(自分ひとり)

・訪日目的 ①食・グルメ
②ショッピング
③美術館・博物館
④歴史・文化体験
⑤ショッピング

・今回の訪日旅行で本ツアー以外に訪れた場所について教えてください
①原爆ドーム
②広島平和記念資料館
③宮島/厳島神社
④その他 呉ミュージアム＆ビーチ

・今回のツアー企画を知ったきっかけ：口コミ

・今回のツアーに参加した理由を教えてください
①スピリチュアルな場所に興味があったから
②日本の神社に興味があったから
③見たことのない場所に行ってみたかったから

・今回のツアー全体の満足度を教えてください：まあ満足した

・集合場所のわかりやすさについての感想を教えてください：大変満足

・移動手段の快適さについての感想を教えてください：大変満足

・移動時間の長さについての感想を教えてください：大変満足

・休憩場所の快適さについての感想を教えてください：満足

・トレッキングツアーについての感想を教えてください：満足

・食事についての感想を教えてください：大変満足

・天ノ岩座神宮についての感想を教えてください：満足

・ガイドについての感想を教えてください：大変満足

・今回のツアー参加費についての感想を教えてください：安すぎる
40



準備についてより明確なアイデアを教えてください。
●想定される温度範囲
●どの程度の技術が必要ですか？
●どれくらいの体力が必要ですか？
→多くのハイキングガイドがこれを行っています。
●季節的な危険（雪、クマなど）
旅行者はこれらのことを正確に想像できないかもしれません。

・娘とここの人々と一緒に素敵な経験をしたかったのです

・参加者向けのリーフレットも観光情報として役立つと思います。
また、短いビデオ/パワーポイントのプレゼンテーションは視覚的に魅力的で、ガイド
トークを理解するのに役立ちます。

・見ること

ツアー参加理由（自由回答）

今回のツアーの感想や要望、課題などご自由にお書きください。（自由回答）

●午前8時から午後2時までは少し長すぎます。
●都市から閉ざされた素敵なトレイルがたくさんあります。
●頂上の眺めはまあまあでした。
●退職した日本人にとってツアーはおそらく最も魅力的でしょう。
●神石が一番楽しかったです、歴史が面白かったです。
(もし私がユニークなツアーを作るとしたら、第二次世界大戦の古い銀行家がいたという理由で江田島の
萬壇を選ぶかもしれません。あるいは、美しくて近いという理由で三滝寺を選ぶかもしれません。安芸太
田には美しい滝やおいしい食べ物のある道の駅がある素晴らしいハイキングコースがたくさんあります) 

●ガイドは2人います、前方1人、後方1人。
●トレイルが整備されていない長いハイキングのため、ハイキング装備を持たない観光客には十分に注意
してください。
●山の麓ではトイレ施設が不足しており、特に困っている人もいます。
●ランチは少しずつ、おやつやオプションを追加すると良いでしょう。
●8時間はほとんどの人にとって長すぎると思われます。 4～5時間の方が良いです。または、地元の訪問
先を見つけてください。
●アイデアは気に入っていますが、御蔵岳、極楽寺、江田島、三滝寺などの方が良いと思います。

1. とても楽しかったです。市内からの休憩に最適な場所にあり、日帰りツアーに最適なタイミングです。
2. 混合グループはツアー全体の中で最高の部分でした。それは人々がお互いを知り、将来一緒に冒険する
ための絆や友情を築くのに役立ちます。
3. 個人的にも職業的にも、ツアーガイドとしてぜひ参加したいです。ツアーの情報を準備してお手伝いし
たいと思います。ぜひお会いして、お茶やコーヒーを飲みながら詳しくお話しできれば幸いです。ありが
とう。

最後の風下トレッキングは少し滑りやすかったので、最後は少し急いでいるように感じました。
出発時間は15:30～16:00になるかもしれません

41

第1回目ツアーアンケート 全体の自由記述一覧



1

①実証ツアーの実施

・雪舟と１５世紀の日本と山口
・水墨画と禅（瞑想）と庭
・日本画を味わう with 学芸員
・サイクリング

日程：2024年1月21日(日)
集合場所：広島駅2F JR中央口 おりづる時計前
募集人員：10名 （最少催行人員：1名）
募集条件：訪日外国人旅行者の方
旅行代金：5,000円
食事条件：昼食1回
添 乗 員 ：同行します。

山口市内サイクリング散策と“雪舟”作品に浸る

02 2回目ツアー

42

モニター７名（国籍： ベトナム1名/ラオス1名/台湾3名/チュニジア1名/ベナン1名）
観光関連事業者３名



①実証ツアーの実施

チラシ作成

02 2回目ツアー
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1

①実証ツアーの実施

LIVEJAPAN掲載

02 2回目ツアー

想定PV2,000～3,000に対して4,132PV、英語記事だけで想定

PVを超えている結果となっている。

ツアー当日の1月21日までの数値はPV：3,836、UU：3,011と

なっていることから、実施前までに多くのユーザーに閲覧さ

れていた。

こちらも多くは日本からのアクセスになっていることから、

国内にいる外国人の多くが英語記事を閲覧したということが

いえる。

44

ツアー告知『山口市内サイクリング散策と“雪舟”作品に
浸る』

■ツアー概要
・日本の水墨画を革新した、日本美術史上、水墨画で
もっとも有名な室町時代の絵師「雪舟」の作品をサイ
クリングで巡るツアーとなります。

・常栄寺は、守護大名大内政弘の別荘として、画僧雪舟
に築庭させたものと伝えられており、まるで風景画の
ような“禅”の心を感じる日本庭園の代表作ともいえる。

・山口県立美術館は、雪舟や雪舟の画風を継いだ雲谷派
の作品が収蔵されているほか、山口県ゆかりの美術家
たちの作品が多く展示されている。

■水墨画と雪舟
主に墨の濃淡を使って絵を描く水墨画は、唐（とう：7
～10世紀初頭の中国王朝）の時代に中国で生まれ、鎌倉
時代中期に禅宗を通じて日本に伝わります。以来、水墨
画は禅の精神を表すとされ、盛んに描かれてきました。
「雪舟」（せっしゅう）は、室町時代の水墨画の大家で
あり、画僧（がそう：僧籍にある画家）。岡山で生まれ、
京都、そして山口（当時：周防国）で守護大名大内氏の
庇護をうけます。48歳の時に、本場中国へ渡って腕を磨
き、帰国後は日本各地へと活躍の場を広げました。国宝
に指定された作品は、個人の画家としては最多の6点を
数えます。そのすべてが60歳半ばを過ぎてから描かれた
物ばかりで、創作意欲は最晩年まで衰えることはありま
せんでした。

※日本語訳

https://livejapan.com/en/in-tokyo/in-pref-
other/in-pref-yamaguchi/article-a0005460/



1

①実証ツアーの実施

LIVEJAPAN掲載

02 2回目ツアー

45

※「絹本着色雪舟等楊像」雪舟の肖像画で雲谷等益
（うんこく とうえき）が模写

※雪舟や雪舟の画風を継いだ雲谷派の作品が収蔵されて
いる山口県立美術館

■ツアーガイド紹介 森田哲史氏（プロフィール）

元 日本ミシュランタイヤ株式会社 社長室長・ミシュ
ランガイド事業部担当
観光庁「広域周遊観光促進のための専門家派遣事業」の
専門家にも選定されており、日本の文化・歴史をどのよ
うに欧米の方々に伝えれば、魅力が伝わるのかを研究し
ている。
また、アドベンチャーツーリズムのニーズの高まりに合
わせて、日本国内でも複数の地域のツアー企画者として
活躍している。

■実施日時
2024年1月21日（日）集合8:45 出発8:45～17:00戻り

■金額
￥5,000円
（上記旅行代金に以下のものが含まれます。）

・貸切バス代（つばめ交通）
・ガイド費用
・昼食1回
・添乗員1名の同行費用

〈上記旅行代金に含まれないもの〉
・日程表に記載のない食事代
・通信費、お小遣いなど個人的費用

■集合場所
JR広島駅 ２F中央改札口外「おりづる時計」前 8:45

※日本語訳



①実証ツアーの実施

ツアー企画のポイントとプレゼンテーション

02 2回目ツアー
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雪舟について学ぶ
～山口での文化発展、禅と水墨画の関係性～

雪舟がどのような人物で、日本文化において何を成し遂げてきたのか、雪舟が
生きた15世紀のヨーロッパにも触れ、日本と世界の同時期の違いについても説
明を交え、行った。また、水墨画・墨絵について、原料や所作等にも触れた。



①実証ツアーの実施

02 2回目ツアー

ツアー実施
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アンケート回答者属性

● 回答者数：モニター７名（国籍： ベトナム1名/ラオス1名/台湾3名/チュニジア1名/ベナン1名）
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山口市にいってみたかったから

雪舟に興味があったから

日本美術や水墨画に興味があったから

日本庭園や日本のお寺を見たかったから

山口市内でのサイクリングツアーに興味があったから

山口県立美術館に行ってみたかったから

訪れたことのない場所に行ってみたかったから

時間があったから

観光案内所やホテルで勧められたから
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アンケート回答者属性

● 回答者数：観光関連事業者3名
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山口市にいってみたかったから

雪舟に興味があったから

日本美術や水墨画に興味があったから

日本庭園や日本のお寺を見たかったから

山口市内でのサイクリングツアーに
興味があったから

山口県立美術館に行ってみたかったから

訪れたことのない場所に行ってみたかったから

時間があったから

観光案内所やホテルで勧められたから

その他
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今回のツアーの感想や要望、課題などご自由にお書きください。（自由回答）

とても楽しかったです。ガイドはとてもフレンドリーで、英語を話すことができました。

よかったです。この旅行にもっと時間が取れるといいですね!

とても良かったです。良い経験になりました。自転車に乗るのは面白いです。

ガイドさんはとても親切でした。次回はもっと楽しみたいと思います。（あと2時間くらい）

自転車で行って運動できました。週末の生活体験みたいです。町の景色もよく見えますし楽しかったです。

ガイドさんの説明で雪舟および●●（解読不能）について非常に勉強になりました。

ガイドさん知識豊富でとても感じが良く楽しめました。

チャリツアー初だったので楽しかった。

第2回目ツアーアンケート 全体の自由記述一覧



①実証ツアーの実施

・日本三大酒どころで知られる“西条”の酒蔵見学。
・同じ広島県内でも瀬戸内海の芸予諸島に

属する倉橋島の「呉市音戸町」に構える酒蔵見学。
・広島の気候の変化に応じた深い日本酒文化体験。

日程：2024年2月3日(土)
集合場所：広島駅2F JR中央口 おりづる時計前
募集人員：10名 （最少催行人員：1名）
募集条件：訪日外国人旅行者の方
旅行代金：5,000円
食事条件：昼食1回
添 乗 員 ：同行します。

広島の日本酒文化を体験（西条・呉）ツアー

03 3回目ツアー

56

FIT２名（国籍： スイス2名）
モニター３名（国籍： ベネズエラ1名/インドネシア1名/イギリス1名）
観光関連事業者４名



①実証ツアーの実施

チラシ作成

03 3回目ツアー

57



1

①実証ツアーの実施

LIVEJAPAN掲載
想定PV2,000～3,000に対して2,428PVとなっており、他の2

本に比べて数値が伸びづらい結果となった。

ツアー当日の2月3日までの数値はPV：2,350、UU：1,932と

なっていることから、実施前までに多く閲覧されていた。

WEB上では、企画の目新しさに欠けていたところや、打ちだ

しの工夫について、課題を残した結果となった。

03 3回目・４回目ツアー

58

広島の気候を感じる日本酒探求ツアー

広島の風土に育まれた日本酒発見ツアーは、広島の酒文化の豊か
なタペストリーを巡る旅。歴史ある西条の酒蔵の伝統と軟水への
適応から、穏やかな瀬戸内海に面した呉市の榎酒造の革新的な技
術まで。この1日ツアーでは、広島の多様な気候風土が日本酒の
独特の風味をどのように形成しているかを垣間見ることができる。
対照的な日本酒の醸造方法と、豊かな味わいと国際的な評価で有
名な貴醸酒のようなユニークな品種を発見してください。

ツアー概要
・日本三大酒どころの１つである広島の「西条」の酒蔵、瀬戸
内海の芸予諸島に属する島の倉橋島の「音戸」に構える酒蔵、
と、同じ広島県内でありながら、気候が違う酒蔵を巡ること
で、広島の気候の変化に応じた深い日本酒文化を体験いただ
くツアーとなります。

・西条では、オバマ元大統領が来日したときに 安倍元首相 と
酌み交わした 日本酒 『 大吟醸 特製ゴールド賀茂鶴 』 を取
り扱う“賀茂鶴酒造”の見学・試飲。ならびに1917 年に全国の
酒造業者ら有志の出資で創業 した、酒蔵 通りにある 15 本の
煙突の中で最も高い、27m の煙突を持つ“福美人”の見学・試飲。

・呉の音戸では、日本で初めて貴醸酒を造ったとされる酒蔵の
“榎酒造”に訪問し、見学・試飲を体験いただく。

【西条の酒造り】

起源は1675年。関ヶ原の戦いに敗れた戦国武将島左近の次男彦太郎忠正
が、敗戦の悲報を聞き西走して安芸国西条にとどまり、その孫である六
郎兵衛晴正が「延宝3年酒造業を創む」と文献には記されています。
それまで日本酒は農耕神への供え物として存在し、今のように所かまわ
ず飲むものではありませんでしたが、17世紀に入ると酒造りが各地で盛
んになり、嗜好品としての「酒」が広まっていくこととなりました。
日本酒は寒い季節に造られたものほどおいしいと言われています。
寒の時期に造られた酒は醪[もろみ]の温度が低く保たれるので、醗酵が緩
やかで喉ごしまろやかな風味になります。この「寒造り」に西条の気候
は最適でした。
また西条には気候だけでなく、美味しい酒に必要な米と水も整っていた
のです。
そんな立地や風土、酒造りに欠かせないまろやかな水と旨い米に恵まれ
た西条のお酒が前述した三大銘醸地として名を馳せるようになったのは
時を経た、明治の中頃に入ってからです。
安芸津の街の酒造家で「吟醸酒の父」とも呼ばれる三浦仙三郎が生み出
した「吟醸造り」が全国へ杜氏たちによって広まっていったことがきっ
かけです。

※日本語訳

https://livejapan.com/en/in-tokyo/in-pref-
other/in-pref-hiroshima/article-a0005461/
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①実証ツアーの実施

LIVEJAPAN掲載

03 3回目・４回目ツアー

59

実際に西条の水について調べていくと、驚くべき事実
と酒造りの苦労が隠されていました。

元々西条の水も酒造りには適さない軟水で、仙三郎の
酒造りは前途多難な中、どうにか軟水で美味い酒がつ
くれないものか一から研究したようです。

軟水では麹の餌が少なく発酵しづらいため、できるだ
け麹を育てて米の糖化も進めることにより、発酵を促
すばかりでなく米の豊潤な味わいと濃厚な香りを放つ
酒を生み出すことに成功したのです。

西条は、三大銘醸地として兵庫の灘や京都の伏見に並
び、現在、9社の蔵元が軒を連ね、杜氏たちの仕事唄が
聞こえてくるような活気に溢れています。酒造の白壁
やなまこ壁(土蔵などに用いられる、日本伝統の壁塗り
の様式の一つ。壁面に平瓦を並べて貼り、瓦の目地(続
ぎ目)に漆喰を蒲鉾形に盛り付けて塗る工法のようなも
の。目地の盛り上がった形がナマコに似ていることか
らその名が付く。)や酒造のシンボルともいえる赤レン
ガの煙突が青空に映える独特の雰囲気を纏っています。

【呉・音戸の酒蔵「榎酒造」】

一方で、瀬戸内海に面した呉市にもいくつかの酒蔵が
ありますが、その中で、特に、瀬戸内海気候らしい日
本酒造りをしている酒蔵が、「榎酒造」さん。日本で
初めて貴醸酒を造ったとされる酒蔵があります。温暖
な地域で酒造りを行うこの蔵では、音戸の水の綺麗さ
を糧に、寒冷な地域にも負けないような冷やす工夫を
しています。
また、貴醸酒は、水の代わりに日本酒で醸す特別な日
本酒。

※日本語訳
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①実証ツアーの実施

LIVEJAPAN掲載

03 3回目・４回目ツアー
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その色は琥珀色に輝き、とろりとした飲み口で、口の
中では甘い風味と豊かな香りが広がる。日本酒度が–50
前後と極甘であるにもかかわらず、その後口はすっき
りとしているのが特徴です。先代から造り続ける貴醸
酒「華鳩」は、今や世界でもそのおいしさが認められ
ている。IWC(インターナショナル ワイン チャレンジ)
古酒の部では、2008年の出場以来、出場するほとんど
で金賞を受賞。

■実施日時
①2024年2月3日（土）集合9:40 出発9:50～17:10戻り
②2024年2月7日（水）集合9:40 出発9:50～17:10戻り

■金額：￥5,000円（①②各回）
（上記旅行代金に以下のものが含まれます。）
・貸切バス代（つばめ交通）
・ガイド費用
・昼食1回
・添乗員1名の同行費用

〈上記旅行代金に含まれないもの〉
・日程表に記載のない食事代

※日本語訳



①実証ツアーの実施

ツアー企画のポイントとプレゼンテーション

03 3回目ツアー

61

「酒」を学ぶ
～酒の成り立ちと文化・つくりかた～

漢字の「酒」平仮名の「さけ」を用い、日本における酒の意味の説明を行い、
酒の原料である米について、また、米が酒になる手順についての説明をした。



①実証ツアーの実施

ツアー実施

03 3回目ツアー

62



アンケート回答者属性

● 回答者数：モニター３名（国籍： ベネズエラ1名/インドネシア1名/イギリス1名）

63



64

西条に行ってみたかったから

日本酒に興味があったから

呉・音戸に行ってみたかったから

西条の酒蔵を見たかったから

呉の酒蔵を見たかったから

広島県内の地域による違いに興味があったから

訪れたことのない場所に行ってみたかったから

時間があったから

観光案内所やホテルで勧められたから



67

65



66



アンケート回答者属性

● 回答者数：FIT２名（国籍：スイス ２名）

・性別：男性 2名 ・年代：20代 2名 ・国籍：スイス 2名 ・居住地：スイス 2名

・滞在日数：14日～20日未満 1名 20～30日未満 1名

・同行者数：1人（+自分）

・訪日目的 ①食・グルメ 2名 ②温泉 1名
③自然・景勝地 2名 ④繁華街の街歩き 2名
⑤美術館・博物館 2名 ⑥歴史・文化体験 2名
⑦日常生活体験 2名

・今回の訪日旅行で本ツアー以外に訪れた場所について教えてください
①原爆ドーム 2名 ②広島平和記念資料館 1名
③宮島/厳島神社 2名 ④広島城 1名

・今回の訪日旅行で本ツアー以外に訪れた場所について教えてください
①東京 2名 ②大阪 2名 ③京都 2名
④富士山 1名 ⑤岡山 2名 ⑥福岡 1名

・今回のツアー企画を知ったきっかけ：チラシ×2名

・今回のツアーに参加した理由を教えてください
①日本酒に興味があったから 2名
②訪れたことのない場所に行ってみたかったから 1名

・今回のツアー全体の満足度を教えてください：大変満足した 2名

・集合場所のわかりやすさについての感想を教えてください：大変満足 2名

・移動手段の快適さについての感想を教えてください：大変満足 2名

・移動時間の長さについての感想を教えてください：大変満足 1名 満足 1名

・休憩場所の快適さについての感想を教えてください：大変満足 2名

・西条/賀茂鶴酒造についての感想を教えてください：満足 1名 普通 1名

・西条・福美人酒造についての感想を教えてください：大変不満 1名 不満 1名

・食事についての感想を教えてください：大変満足 1名 満足 1名

・呉/榎酒造についての感想を教えてください：大変満足 2名

・ガイドについての感想を教えてください：大変満足 2名

・今回のツアー参加費についての感想を教えてください：やや安い 2名

・ツアー参加費はいくらくらいが適正だと思いますか？：7,000円～8,000円 1名
67



68

アンケート回答者属性

● 回答者数：観光関連事業者4名



69

西条に行ってみたかったから

日本酒に興味があったから

呉・音戸に行ってみたかったから

西条の酒蔵を見たかったから

呉の酒蔵を見たかったから

広島県内の地域による違いに興味があったから

訪れたことのない場所に行ってみたかったから

時間があったから

観光案内所やホテルで勧められたから



70



71

今回のツアーの感想や要望、課題などご自由にお書きください。（自由回答）

ガイドはとても親切で、集合場所についても柔軟に対応してくれます。気持ち良くて楽しい時間を過ごせ
ました。ツアーもとても面白くて、日本酒についてたくさん学びました。

賀茂鶴酒造の内部を榎酒造と一緒に見学してみたいです。

英語が苦手なホスト/場所に通訳を提供します。

ショップエリアだけではなく、醸造所の中に行きたいので、最後の醸造所が一番気に入りました。

賀茂鶴と榎酒造の対照的な2つの酒造をめぐり満足するものでした。酒づくりや町などよく分かり新たな
ツアーとして魅力あるものでした。帰りは瀬戸内で呉の港などが見れて喜ばれていました。そういった所
もガイドさんが説明していけば付加価値が上がると思います。今日は大満足でした。ありがとうございあ
ました。

西条の有名な酒造と、榎酒造という対照的な3つの酒造を訪れることができてよかった。賀茂鶴さんのビ
デオで概略を理解し、それから個別の蔵をめぐる、という順序もよかった。ガイドについては、西条ボラ
ンティアガイドさんは、内容はよかったけれど、声が小さくて聞こえなかったのが残念。もう少し少人数
のグループならともかく、10人余なので大きな声が必要。榎酒造は、蔵ツアーの通訳がいたらよかった。
店の女性は英語OKでしたが。

楽しかったです。榎酒造がよかったです。ガイドの方、マスクもあるしもう少し大きな声ではっきりと話
してほしかったです。食事や見学時、滞在時間、出発時間の案内があればよかったかな～と思います。で
も楽しく過ごせました。ありがとうございました！

西条のような有名所ではない日本の地に根ざした呉の酒造を拝見したかった。
あたたかい対応と細やかな酒造りに感動しました。

ツアー参加理由（自由回答）

ツアーの参加費はいくらくらいが適正だと思いますか？（自由回答）

・7,500円
・7,000－8,000円

第3回目ツアーアンケート 全体の自由記述一覧



①実証ツアーの実施

・日本三大酒どころで知られる“西条”の酒蔵見学。
・同じ広島県内でも瀬戸内海の芸予諸島に

属する倉橋島の「呉市音戸町」に構える酒蔵見学。
・広島の気候の変化に応じた深い日本酒文化体験。

日程：2024年2月7日(火)
集合場所：広島駅2F JR中央口 おりづる時計前
募集人員：10名 （最少催行人員：1名）
募集条件：訪日外国人旅行者の方
旅行代金：5,000円
食事条件：昼食1回
添 乗 員 ：同行します。

広島の日本酒文化を体験（西条・呉）ツアー

04 4回目ツアー

72

モニター２名（国籍： パキスタン1名/韓国1名）（当日2名欠席 フランス・ベトナム）
観光関連事業者４名



①実証ツアーの実施

チラシ作成

04 4回目ツアー
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①実証ツアーの実施

ツアー実施

04 4回目ツアー

74



アンケート回答者属性

● 回答者数：モニター２名（国籍：パキスタン1名/韓国1名）

75
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西条に行ってみたかったから

日本酒に興味があったから

呉・音戸に行ってみたかったから

西条の酒蔵を見たかったから

呉の酒蔵を見たかったから

広島県内の地域による違いに興味があったから

訪れたことのない場所に行ってみたかったから

時間があったから

観光案内所やホテルで勧められたから
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アンケート回答者属性

● 回答者数：観光関連事業者4名
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西条に行ってみたかったから

日本酒に興味があったから

呉・音戸に行ってみたかったから

西条の酒蔵を見たかったから

呉の酒蔵を見たかったから

広島県内の地域による違いに興味があったから

訪れたことのない場所に行ってみたかったから

時間があったから

観光案内所やホテルで勧められたから
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今回のツアーの感想や要望、課題などご自由にお書きください。（自由回答）

バス席でのガイド／説明はあった方が良い！
唯一ゆっくりと話が聞かる空間と時間だと思います。（パンフも同様に）
”Sake”ツアーなら、試飲だけでなく食事と共にとか、従業員との会話、何か体験できるとおもしろい。
ホテル宿泊者をターゲットにして、Trip+dinner/supperにすると集まる？（＝滞在日数が増える）

・西条と音戸の酒造での過ごし方が異なり楽しめた。
・西条でも、もっと試飲したかった。（もう一カ所できてもいいかも）
・西条のガイドさんの声が雑音で聞こえない時があった。でもガイドさんの話は勉強になった。
・音戸では試飲数が多くとても満足した。とてもおいしかった。
・とてもいいツアーだと思いました！

ツアー開始時のご説明で、インバウンドの方々がなかなか長時間滞在されないという課題をお聞きしまし
たが、やはり自力で西条や呉の酒蔵まで行くのはハードルが高いと感じました。従って、今回のようなツ
アーがあればアクセスしやすく、また専門性の高い内容でもガイドの方がいらっしゃることでより楽しむ
ことができました。
どこにでもある工場ではなく、地域の生活感、文化も感じられるような今回のルートは日本人である私で
も新鮮なものでした。いつか山口でも造成していただけますと幸いです。

・榎酒造さんは丁寧に教えてくださったと思います。
・特徴のある酒づくりをしている蔵元を訪ねてみたいと思いました。

日本酒を作り方から飲むまでできてよかったと思います。蒸留所（*醸造所）に留まる時間が短くて残念
でした。たくさんのお酒を飲んでみて良かったでしたが、急いで飲んでしまって残念でした。

経験豊富な専門家から日本酒造りの豊かな歴史と繊細な味わいを巡る魅惑的な旅に出かけ、絵のように美
しい風景に囲まれた伝統的な醸造所を探索し、プレミアム日本酒の種類のガイド付きテイスティングを満
喫しましょう。日本酒のペアリングの芸術について学び、お気に入りのビールと一緒に本格的な料理を楽
しみながら、日本文化にどっぷりと浸りました。忘れられない経験のために、このようなツアーに参加す
ることをお勧めします。ありがとうございました。

・ハナハトのお酒をお店で飲んだことがあり、とても興味があった。またテレビでも観て
行ってみたかった。

・日本酒の製造過程を見てみたかった。団体客受入施設で働く者としてお客様の立場になって
みたかったことと他施設での受入体制を学びたかった。

・榎酒造に関心があったため
・広島でいろんな経験をしたくて
・日本酒ツアーに参加したいと思ったのは、日本酒を試飲したことは何度もあるのですが、
日本酒がどのように造られるのか全く知らなかったからです。それが私がこのツアーに興味
があり、大好きな理由です。

ツアー参加理由（自由回答）

第４回目ツアーアンケート 全体の自由記述一覧
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２．業務内容
（4）報告会の実施



概要

実施会場：TKP広島本通駅前カンファレンスセンター
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報告会実施

参加者：28名
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宿泊業者

14%

交通・運

送業者

43%

食事関連

業者

3%

その他観

光関連業

者

36%

無回答

4%

属性

アンケート回答者属性

● 回答者数：28名

報告会の感想について

広島の日本酒文化を

体験（西条・呉）

42%

天の岩座神宮と大土

山トレッキング

35%

山口市内サイクリ

ング散策と雪舟作

品に浸る

23%

実証ツアーについて：

最も興味が湧いたツアー

25.0%

21.4%

17.9%

57.1%

67.9%

71.4%

67.9%

39.3%

3.6%

7.1%

3.6%

3.6%

3.6%

10.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

報告会全体の内容について

文献調査について

宿泊業者へのヒアリング調査について

㈱NKB 欧米豪エキスパート

森田氏による助言について

大変満足した 満足した

あまり満足できなかった 全く満足できなかった

無回答

報告会 参加者評価
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Q．中国地方を盛り上げるためにご意見がございましたらご記述お願いいたします。
その他本日の感想等ございましたらご自由にお書きください。（自由回答）

・中国五県が各県個々に観光誘致をしている。中国全体を活性化させる為に、点を線にして、五県全体が
一緒に観光誘致を行うなど検討してはどうか。

・身近なツアーを沢山企画（楽しい、目的のある物）ガイドの育成を考えたコース設定も必要と思いま
す。
ツアー参加者が楽しめて、案内する方も楽しめるような企画で。FITの方は自分で見学する所は決めて
いると思うのでツアー参加には短くて内容の濃い物を提供。

・2025年春開業の新広島駅ビルを活用し民間行政が協力しインバウンドに対する情報提供を強化して
いく。

・外国人はその場所のスタンプを欲しがっています。（スタンプ帳を持っている人が多い）
宿、交通機関、見学施設のスタンプの充実を・・・

●中国地方を盛り上げるためのご意見

・これからの日帰りツアー造成の大事さ、必要性を感じました。大変勉強になりました。ありがとう
ございました。

・今回、参加させていただき誠にありがとうございました。森田様によるとても素晴らしいプレゼンテー
ションでした。またこのような機会があれば是非参加したいです。

・（実証ツアーについて）③西条・呉の感想の違いがおもしろい。思ったとおりだった。
（感想）人と人とのふれあい＝FITにはもってこい。

・広島観光客は欧米の方が多いのは理解している。なぜ中国の観光客が少ないのか？すごく不明。
いろいろな原因を考えて、中国の観光客に広島の魅力がうまく伝わってない、それとも中国との観光
連携かかわってないかな、ずっと気になっていたことでした。

・FIT旅行者が何を求めているのか良く分かりました。これからも多くのコンテンツが出てきて、FIT
旅行者に喜ばれることを期待しています。

・訪日旅行者が大切にする「特別な体験、そこにしかない価値」というのを私たちはついつい難しく
考えがちだが、訪日旅行者の心に刺さる価値、感動は近くに、もっと傍にあり、その素晴らしさを
届けるのはモノではなく、ヒトなんだと改めて感じることができた。大変勉強になりました。
ありがとうございました。

・せっかくニューヨークタイムズで山口市が第3位になったので、そこを中心に中国地方を展開する
“実証ツアー”を企画して欲しい。森田氏のお話を聞くと“テーマのある旅行”であるならば防府天満宮や
人丸神社も良い場所かと思います。どんどん企画して欲しい！参加したいです！

・スポーツ、神楽など芸能の分野体験も良いのではと思います。どうしても原爆について？が多くなって
しまうので。森田さんの話がわかりやすかった。

・（実証ツアーについて）商品化は次年度以降ですか？

・一流のガイドはちゃんと場の空気と客層を読んで喋る内容を決めていると思います。
客と一体感となれるようそれなりに努力している、楽しんでもらえるようがんばっています。

●その他感想等
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２．業務内容
（５）事業全体のまとめ
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（５）調査事業 サマリー

1.文献調査について

◎広島を訪れる訪日外国人観光客の特徴
・年代：20～30代
・人数：2人組で、友人または家族
・日数：広島県内のホテルで2～3泊
・観光の特徴…公共交通機関を使って移動、広島平和記念資料館や厳島神社、広島城などを1～3箇所訪
れる。

・観光目的…世界遺産など「歴史・伝統文化」が多く、欧米圏でよりその傾向が顕著。

◎訪日外国人観光客の興味・関心項目
・顕在ニーズ…その土地に実際に訪れないとできない経験が好まれる傾向にある。

⇒キーワード：「文化・歴史」「自然」「食」
・潜在ニーズ…自由な旅程の中で地元住民との交流や、観光地化されていない場所での体験が好まれる
傾向。
⇒キーワード：「体験」「ローカル」「交流」

◎広島（中国エリア）周遊観光における課題
・二次交通（周遊交通）の問題
・広島県内の宿泊客が少ない
・観光地の知名度の低さ
・言語・飲食店対応

◎広島（中国エリア）周遊観光のターゲットペルソナ
・対象地域：欧米豪
・旅行形態：個人旅行（FIT）

【新たな魅力発見型】
「観光地化されていない場所」や「地元の人との交流」を目的とし、定番観光スポットから脱却した
新しい魅力を発信する。

【自然・アクティビティ体験型】
主に20～30代を対象とし、瀬戸内海や中国地域の自然の中でアクティビティを楽しみながら地元の人
との交流を図る。

【魅力深堀型】
訪日リピーターで歴史や文化に対する知的好奇心が高い層を対象に、より深い魅力を知っていただけ
るようなコンテンツを提供。

2.ヒアリング調査について

◎周遊観光について、現状の課題感やハードル
・滞在中の予定は概ね確定しているが、数時間～半日程度の空きあり
・多言語対応やフードダイバーシティ対応に課題
・2次交通の解消・行きにくい場所へのサポートが必要
・JRパスが利用できないエリア（山陰・四国）には周遊していない
・貸切バスやレンタサイクル利用はハードルが高い

◎周遊観光の需要について
・地方周遊ツアーの需要はやや高い
・歴史的なものに関心・興味あり
・自然系・ハイキング・キャンプ・湖畔（釣り）等のアクティビティは欧州系に人気が高い
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（５）調査事業 サマリー

3.コンテンツ調査について
文献調査、ヒアリング調査を踏まえ、本周遊観光ツアー造成にあたり、ターゲットとするペルソナを想
定しながらコンテンツ調査を試みた。
想定される周遊ツアーのタイプとして、1つ目が「まだ観光地化されていない、新たな魅力を発見する
もの」、2つ目が「ただ眺めるだけではなくアクティビティを通じて自然を体感するもの」、3つ目が
「日本の歴史や文化、自然への知的好奇心が高く、価値のあるものにはお金を惜しまない、魅力深堀型
のもの」を基に提示。
ピースツーリズムや宮島は有名だが、神楽や寺社仏閣といったそれ以外のコンテンツに対する情報発信
や、そこでのお寺での写経体験といった文化的体験をかけ合わせること、瀬戸内海や中国地域独自の自
然の景観の魅力のほかに、ウォーキング、植物観察・森林浴、ハイキング等、観光客があまり行かない
場所で、地元の人と一緒に、ローカルの場所での食事やイベントを実施すること。こういった地元の人
と交流できたという思い出は強く印象に残り、再訪意向の向上にも繋がるということが考えられる。

欧米豪からの個人旅行者（FIT）を対象に、歴史や自然をテーマにした
日帰りツアーを造成する

4.集客・募集調査について

◎宿泊事業者・観光案内所・飲食店

・チラシ 訪日FIT客に対して、「宿泊施設」「外国人に人気の飲食店」では成果が見えた。

・ＷＥＢ LIVEJAPANで展開。一定の注目数があった。最終集客に対しての寄与度は可視化できて
いないが、WEB上にはアーカイブとして各種記事が残るため、ツアーの実績を活かす
という点においては、有益である、と感じている。

⇒今回はチラシ・WEBとも実証ツアーの1週間前程度での展開だったが、実施の1ヶ月から2週間前ま
でに展開することで、より成果が出る、と感じている。商品化の際の注意点として、留意したい。

◎調査結果ペルソナ設定および欧米豪ツアー4要素から考えるツアー企画の視点評価について
・1～3回目のツアーでは、参加者アンケートのツアー満足度のTOP2BOX「大変満足」「まあ満足」が

100%であった。
・4回目のツアーでは、「あまり満足できなった」という方が数名いらっしゃった。
※1～3回目では、ツアーリーダー的な役割のガイド参加を行うことで、ツアー中での丁寧な
プレゼンテーションなどストーリーの説明を行い、頻繁にコミュニケーションが取れていた。

⇒欧米豪FIT日帰りツアー企画開発の視点・プロセスは、1つの方法として、評価を得られたと実感。

⇒ストーリーのわかりやすい説明とコミュニケーションをツアー中に対応する必要があることを
1～3回目ツアーと4回目ツアーとの比較で検証できた。

５.報告会について
報告会全体の内容については、概ねアンケートの結果より、「大変満足した」「満足した」の評価で全
体の93％と観光事業者を中心に一定の評価を得られることが出来た。

また、参加者からの意見でも中国地方全体の活性化の為の意見や、訪日外国人と事業者視点の違い、興
味、また異なる意見やお考えも頂き、活発な意見交換会の場となった。一つの事業報告の答えというよ
りは、今後につながる各事業者の気づき、お互いの連携、長期的なビジョンの取り組みなどを通して今
後の展開の重要性を認識できた。

90



93

（５）事業の今後についての展望

ツアー造成の課題・次年度以降の販売に際して

ツアー造成に際しては今回、文献、ヒアリング、コンテンツ調査・ツアー造成によるアンケート結果か
ら、欧米豪の訪日外国人が興味をもつ傾向、ツアー造成に関しては一定の結果を得ることが出来た。

今後は欧米豪をターゲットとして、以下4つのタームでツアー商品化へつなげていく

①ターゲットの興味・嗜好
今事業の実証より、テーマ性のあるコース設定、知的興味へ訴えかけるコミュニケーションなどを取り
入れることで満足度向上などの傾向がみてとれた。第一段階としては相手の深掘りからのスタート。

➁ツアー造成
外国人旅行者は多様なニーズや興味を持っているが、ツアープランの種類はまだまだ不足している。よ
り多様で魅力的なツアープランを提供することが、増加しているインバウンド旅行者の求めているツ
アー催行につながる。欧米豪の興味を知り、理解し、テーマを設定の上、ツアー造成が有効と考えられ
た。

その他参加者よりアンケート結果からツアーの内容以外にも意見が得られた。
移動時間の設定：移動時間は半日前後の場合、大変満足・満足の評価であるが、終日8時間になると各
個人の感じ方も異なり、普通・不満の意見が生じてくる。ツアー内容にもよるが、募集の観点からもコ
ンパクトなツアーの方が訪日外国人にとっては参加しやすいと考えられる。

また、今回は移動時間の快適さというアンケート項目を入れた。これは、参加者の興味度、メンバー同
士のコミュニケーション醸成を図る為に、バス移動中、各ツアーの目的をプレゼンテーション形式で試
みた。各コース平均8割の参加者が大変満足という回答である事から、移動空間を参加者の楽しめる
場、コミュニケーションの場にすることで、ツアーの期待度を高められる工夫が必要であると再認識し
た。

③ツアー内容の磨き上げ 外国人向けガイドの確保・育成・レベルアップ
外国人旅行者に対して、専門的な外国人向けガイドが不足しているが、ツアー後のアンケート結果から
も、文化や歴史について深く理解し、外国人旅行者にわかりやすく案内できるガイドはツアー参加者の
満足度に大きな影響を与える。スムーズなコミュニケーションを図るために、外国語スキルの向上と参
加者への興味に応えられる深い知識とコミュニケーションが大事である。

課題： 高いレベルのガイド＝ツアーリーダーの人材不足。深い知識とコミュニケーション能力を持った
者が、国内においてガイド専門では就業として成り立たない現状。長期スパンで何らかの育成サポート
が必要であると考える。

①ターゲットの
興味・嗜好の把握

②ツアー造成
③ツアー内容の
磨き上げ

④FIT旅行者
へのアピール

今回の事業の着地点 調査後、商品化への課題
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（５）事業の今後についての展望

④FIT旅行者へのアピール：マーケティングの課題：ツアー広告・宣伝活動の充実
適切にターゲット層にアプローチするには、効果的なマーケティング戦略の策定と実施が必要と考え
る。今回のWEB事前周知でアクセス結果は出ているものの、ターゲット独自のサイト文化へリーチする
には、更なる工夫が必要。紙媒体のチラシ周知でも設置場所などの手渡し、積極的なコミュニケーショ
ンでのインフォメーションによる集客は収穫となった。

課題：事業として商品化する上で一番の課題は催行率の定着化である。予めプランを完成して来日する
FIT参加者へ如何に予めリーチを行うと同時に、半日程度の余暇をノープランで持て余すFIT参加者から
も、両者へ予約を取り込めるスキームが重要である。

まとめ

中国地方へ訪れる際に2次交通の課題が挙げられる。今事業でも、モニター参加者から近距離である西
条、呉方面ですら、訪日外国人にとって自力ではハードルが高いとの意見を得た。増えつつあるインバ
ウンド需要を周遊へ導くには、やはりこの課題へのアシストは必要である。

しかし、この事業を次の商品化へ進める際に最も大きな課題は、最少催行の未達によるツアーキャンセ
ルである。出発直前までの募集を行うことが難しく、催行率を高める手法が必要である。敢えて訪日外
国人限定のツアーとせず、国際交流に興味のある日本人（観光客・地域住民）にもツアー参加の間口を
広げる手法もある。人材教育としても、学校・企業を問わず、外国人交流ツアーなどのコミュニケー
ション研修という需要は決して少なくないと考えられる。今後も多様な販売手法でリスクを軽減し、商
品化の開発を検討していかなければならない。

販売会社としては、成功例の積み上げが大事である。更なるターゲットへの理解と商品化にするための
ストーリー企画を育み、観光業界・地域社会と事例を共有しながら、継続的な旅行商品開発を行い続け
る必要がある。
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